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次

に

❷

「

高

齢

者

事

故

防

止

に

係

る

補

助

制

度

の 
実

施

に

つ

い

て

」

お

伺

い

致

し

ま

す

。 
加

齢

に

よ

る

認

知

機

能

の

低

下

、

運

転

ミ

ス

に 

よ

る

高

齢

者

の

事

故

増

加

は

全

国

的

に

み

て

増

え

て

い

る

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。 

日

本

経

済

新

聞

に

は

「

警

察

庁

に

よ

る

と

、 
 

 

二

〇

一

八

年

に

死

亡

事

故

を

起

こ

し

た

七

五

歳

以

上

の

ド

ラ

イ

バ

ー

は

前

年

比

４

２

人

増

の

４

６

０

人

で

二

年

ぶ

り

に

増

え

、

全

体

に

占

め

る

割

合

は 
 

 

１

４

．

８

％

と

過

去

最

高

だ

っ

た

。

事

故

当

時

に 
 

認

知

機

能

が

低

い

状

態

だ

っ

た

疑

い

が

あ

る

ケ

ー

ス

も

多

く

、

高

齢

者

の

事

故

対

策

が

課

題

と

な

っ

て

い

る

。

警

察

庁

が

４

６

０

人

の

事

故

原

因

を

分

析

し

た

と

こ

ろ

、

ブ

レ

ー

キ

や

ア

ク

セ

ル

の

踏

み

間

違

い

な

ど
「

操

作

不

適

」
が

１

３

６

人
（

３

０

％

）
、
左

右

の

確

認

を

し

な

い

な

ど

「

安

全

不

確

認

」

が

１

０

５

人

（

２

３

％

）

だ

っ

た

」

と

報

じ

ら

れ

て

い

ま

す

。 
 

 

ま

た

、

今

後

、

高

齢

化

の

進

展

に

よ

り

、

高

齢

者

の

運

転

免

許

証

保

有

率

は

増

加

す

る

と

考

え

ら

れ

、

死

亡

事

故

に

至

ら

な

い

ま

で

も

、

軽

微

な

物

損

事

故
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を

含

め

れ

ば

、

高

齢

者

の

運

転

事

故

発

生

の

増

加

が

懸

念

さ

れ

ま

す

。 
こ

う

し

た

背

景

か

ら

、

最

近

、

高

齢

者

の

運

転

免

許

証

の

自

主

返

納

の

必

要

性

が

周

知

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。 

し

か

し

、

本

県

で

は

、

公

共

交

通

機

関

が

十

分

に

整

備

さ

れ

て

い

な

い

中

山

間

地

域

が

多

い

と

い

う 

特

殊

性

も

あ

り

、

高

齢

者

は

日

常

の

足

が

奪

わ

れ

る

こ

と

で

、

免

許

証

を

返

す

こ

と

に

は

躊

躇

い

や

、 
 

不

安

が

あ

り

、

返

納

が

進

ま

な

い

と

聞

い

て

お

り

ま

す

。 免

許

証

を

返

納

し

た

高

齢

者

が

、

住

ん

で

い

る 

地

域

で

公

共

交

通

機

関

を

利

用

し

づ

ら

い

状

況

が 

増

え

れ

ば

、

買

い

物

、

通

院

、

移

動

難

民

の

顕

在

化

と

増

大

の

懸

念

が

あ

り

ま

す

。 

ま

た

、

公

共

交

通

機

関

が

整

備

さ

れ

て

い

た

と

し

て

も

免

許

証

を

返

納

し

た

高

齢

者

が

日

常

的

に 
 

タ

ク

シ

ー

等

を

利

用

す

る

機

会

が

増

え

れ

ば

、

家

計

を

圧

迫

す

る

こ

と

に

な

る

と

も

考

え

ら

れ

ま

す

。 
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高

齢

者

の

運

転

免

許

証

の

自

主

返

納

制

度

の

周

知

や

高

齢

者

へ

の

安

全

指

導

と

い

っ

た

対

策

は

当

然 

必

要

で

す

が

、

高

齢

者

が

、

運

転

能

力

を

維

持

し 
 

安

全

に

運

転

し

続

け

る

こ

と

が

で

き

、

ま

た

運

転 

す

る

際

の

交

通

事

故

を

防

止

す

る

た

め

の

対

策

も 

重

要

と

考

え

ま

す

。 

運

転

能

力

の

維

持

に

つ

い

て

、

高

齢

者

の

交

通 

事

故

は

、

ブ

レ

ー

キ

や

ア

ク

セ

ル

の

踏

み

間

違

い

な

ど

加

齢

に

よ

る

運

転

技

術

の

低

下

が

大

き

な

要

因

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

山

梨

大

学

の

研

究

等

に

よ

り

開

発

さ

れ

て

い

る

、

ド

ラ

イ

ビ

ン

グ

シ

ミ

ュ

レ

ー

タ

を 

使

っ

た

運

転

能

力

測

定

や

、

こ

の

シ

ミ

ュ

レ

ー

タ

を

繰

り

返

し

使

用

す

る

こ

と

で

得

ら

れ

る

運

転

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

効

果

に

よ

り

、
高

齢

者

の

運

転

能

力

の

維

持
・ 

 

向

上

に

繋

げ

て

い

く

こ

と

が

有

効

と

考

え

ら

れ

ま

す

。 

し

か

し

現

実

的

に

、

加

齢

に

よ

る

運

転

能

力

低

下

や

何

ら

か

の

原

因

に

よ

り

、

ハ

ン

ド

ル

操

作

を

誤

る

こ

と

と

共

に

、

ア

ク

セ

ル

を

踏

み

続

け

て

し

ま

っ

た

こ

と

に

よ

る

、

重

大

事

故

発

生

は

ど

う

し

て

も

懸

念

さ

れ

る

こ

と

か

ら

、

高

齢

者

に

は

、

ハ

ー

ド

面

で

の
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抑

制

が

喫

緊

の

課

題

で

あ

り

、

必

要

と

考

え

ら

れ

ま

す 
そ

こ

で

質

問

い

た

し

ま

す

。

免

許

証

を

保

有

し

て

い

る

高

齢

者

の

、

事

故

防

止

の

ハ

ー

ド

面

の

観

点

か

ら

、

全

国

自

治

体

で

は

東

京

都

で

導

入

が

始

ま

り

、

ま

た

本

県

内

で

も

進

め

て

い

る

自

治

体

が

あ

り

ま

す

が

、

ペ

ダ

ル

踏

み

間

違

え

等

に

よ

る

急

加

速

抑

制 

装

置

と

し

て

の

機

能

を

有

す

る

、

高

齢

者

安

全

運

転

支

援

装

置

設

置

促

進

へ

の

補

助

に

つ

い

て

。 

今

後

の

高

齢

者

の

ブ

レ

ー

キ

踏

み

間

違

い

で

の 

事

故

抑

制

、

防

止

の

観

点

か

ら

、

施

策

実

施

が

望

ま

れ

ま

す

が

、

県

の

ご

所

見

を

お

示

し

下

さ

い

。 

て

、

中

央

自

動

車

道

や

圏

央

道

を

使

い

、

首

都

圏

な

ど

か

ら

多

く

の

人

が

来

訪

す

る

環

境

が

整

備

さ

れ

ま

す

。 

さ

ら

に

、

世

界

遺

産

の

富

士

山

と

満

開

の

桃

の

花

な

ど

の

花

の

競

演

に

よ

る

観

光

客

集

客

効

果

は

計

り

知

れ

な

い

も

の

だ

と

考

え

ま

す

。 

県

内

各

所

で

の

市

町

村

連

携

に

よ

り

、

地

域

毎

の

特

色

を

生

か

し

た

、

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

の

本

県
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で

の

開

催

実

施

に

つ

い

て

、

県

の

ご

所

見

を

お

示

し

下

さ

い

。

以

上

で

質

問

を

終

わ

り

ま

す

。

ご

静

聴

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

 

答

弁

者 

長

崎

幸

太

郎

山

梨

県

知

事 

次

に

、

高

齢

者

事

故

防

止

に

係

る

補

助

制

度

の

実

施

に

つ

い

て

で

あ

り

ま

す

。 

 

高

齢

化

が

進

展

す

る

中

、

自

動

車

の

運

転

時

に

、

高

齢

運

転

者

が

ブ

レ

ー

キ

と

ア

ク

セ

ル

を

踏

み

間

違

え

た

こ

と

に

よ

る

交

通

死

亡

事

故

が

相

次

い

で

発

生

し

て

い

る

こ

と

は

、

大

き

な

社

会

問

題

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。 

 

現

在

、
国

や

県

で

は

、
高

齢

運

転

者

の

方

々

に

は

、

夜

間

や

雨

の

日

、

あ

る

い

は

長

距

離

の

運

転

を

控

え

る

補

償

運

転

の

実

践

な

ど

を

お

願

い

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

が

、
今

後

は

、
こ

れ

に

加

え

ま

し

て

、

安

全

運

転

サ

ポ

ー

ト

車

や

既

販

車

へ

の

後

づ

け

安

全

運

転

支

援

装

置

の

普

及

も

推

進

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

と

考

え

て

お

り

ま

す

。 

 

一

方

、

国

で

は

、

ペ

ダ

ル

踏

み

間

違

い

時

加

速

抑
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制

装

置

や

、

衝

突

被

害

軽

減

ブ

レ

ー

キ

な

ど

の

性

能

認

定

制

度

の

導

入

と

、

そ

れ

ら

の

装

置

の

新

車

へ

の

標

準

装

備

化

、

さ

ら

に

は

、

安

全

運

転

サ

ポ

ー

ト

車

に

限

り

、

高

齢

者

の

運

転

を

認

め

る

免

許

制

度

の

創

設

な

ど

に

つ

い

て

も

、

検

討

を

始

め

て

お

り

ま

す

。 

 

こ

の

た

め

、

県

に

お

き

ま

し

て

は

、

こ

う

し

た

国

の

動

向

を

注

視

す

る

と

と

も

に

、

他

県

に

お

け

る

対

応

状

況

も

踏

ま

え

な

が

ら

、

県

に

よ

る

補

助

制

度

の

実

施

に

つ

い

て

検

討

し

て

ま

い

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。 

 


